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変更概要 
2026 年 9 月 25 日に機能追加を予定しています。その機能追加に伴う変更の概要をご説明します。 

 

1. マイナンバーカードでログインが可能になります 
電子申請サービスのログイン画面に「マイナンバーカードでログイン」ボタンを追加します。

「マイナンバーカードでログイン」ボタン押下後はマイナアプリの画面が表示されます。画面の

案内に従いマイナアプリを開き、マイナンバーカードを使用して認証を行うと e-Gov にログイン

できるようになります。 

 

＜現在＞ 
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＜変更後＞ 
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2. 電子申請 
（1） e-Gov 電子申請アプリケーションで使用するブラウザを、現在の利

用環境に対応した方式に変更します 

 これまでは、e-Gov 電子申請アプリケーションを起動した際、アプリケーション上でログインを行っ

ていましたが、アプリケーションを起動すると利用端末に準じたシステム既定のブラウザが起動し、ロ

グイン画面が表示されます。ブラウザ上でログインした後は従来通り、アプリケーション上で操作が可

能になります。 

 

＜従来の電子申請アプリケーション＞ 

【Windows の場合】 

① 電子申請アプリケーションを起動する。 

 ・スタートメニュー 

 

 

・デスクトップアイコン 

 

 

② アプリケーション上で e-Gov アカウントログイン画面が表示される。 
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③ メールアドレスとパスワードを入力し、ログインを実施するとアプリケーション上でマイページ画

面が表示される。 
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【Mac の場合】 

① 電子申請アプリケーションを起動する。 

※起動時に、Intel CPU のサポート終了に関する警告・予告メッセージ「Intel の CPU を搭載した

Mac にしか対応していないため、Apple シリコン対応のバージョンへ変更してください」といった

メッセージが表示されますが、電子申請アプリケーションの利用に影響はありません。 

Intel CPU のサポート終了に対応した Mac 版 e-Gov 電子申請アプリケーションは、提供可能時期

が決まり次第お知らせ等で周知いたします。 

 

 ・スタートメニュー 

 

 

・デスクトップアイコン 

 
  

② アプリケーション上で e-Gov アカウントログイン画面が表示される。 
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③ メールアドレスとパスワードを入力し、ログインを実施するとアプリケーション上でマイページ画

面が表示される。 
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<更新後の電子申請アプリケーション> 

【Windows の場合】 

① 電子申請アプリケーションを起動する。 

 ・スタートメニュー 

 

 ・デスクトップアイコン 

 

② アプリケーションを起動時、アプリケーション側にはログイン画面は表示されず、次の画面が表示

される。 
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③ アプリケーション起動時に e-Gov アカウントログイン画面が既定のブラウザに表示されます。メ

ールアドレスとパスワードを入力し、ログインを実施する。 

 

 
 

  ※「ログイン」をクリックした後、ブラウザ上に eGovClient を開こうとしている旨のダイアログ

が表示される場合があります。表示された場合は「開く」をクリックしてください。 
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④ アプリケーション上にマイページ画面が表示される。 
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【Mac】 

① 電子申請アプリケーションを起動する。・スタートメニュー 

 
 

・デスクトップアイコン 

 
② アプリケーションを起動時、アプリケーション側にはログイン画面は表示されず、次の画面が表示

される。 

 
③ アプリケーション起動時に e-Gov アカウントログイン画面が既定のブラウザに表示されます。メ

ールアドレスとパスワードを入力し、ログインを実施する。 

※「ログイン」をクリックした後、ブラウザ上に eGov 電子申請アプリケーションを開こうとして

いる旨のダイアログが表示された場合は、「開く」をクリックしてください。 
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  ※「ログイン」をクリックした後、ブラウザ上に eGov 電子申請アプリケーションを開こうとして

いる旨のダイアログが表示される場合があります。表示された場合は、「開く」をクリックしてくださ

い。 
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④ アプリケーション上にマイページ画面が表示される。 
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（2） Google アカウントでログインが可能になります 

 電子申請サービスのログイン画面に「Google でログイン」ボタンを追加します。 

「Google でログイン」ボタンをクリックすると、Google アカウントの認証画面が表示されます。画面

の案内に従って認証を行うと、e-Gov にログインできるようになります。 
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（3） iPad 利用時の表示レイアウトをパソコン向けのものからスマートフ
ォン向けのものに変更します 

 これまで iPad で電子申請サイトトップページを表示した場合、パソコン向けの画面で表示されてい

ましたが、変更後は、ブラウザの表示設定にかかわらず、スマートフォン向けの画面で表示されるよう

になります。 

本変更以外は従来どおり、スマートフォン同様に申請データを提出することはできません。 

 

<従来の iPad 画面表示（電子申請サイトトップページ）> 

① iPad で電子申請サイトにアクセスすると、パソコン向けのレイアウトで情報表示を行います。そこ

で、「ログイン」をクリックすると電子申請アプリケーションを起動するための画面に遷移します。 

 
「ログイン」をクリックすると電子申請アプリケーションの起動画面に遷移する。 
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<変更後の iPad 画面表示（電子申請サイトトップページ）> 

① iPad で電子申請サイトトップページにアクセスすると、スマートフォン向けの画面で表示されま

す。また、画面左上のハンバーガーアイコンをクリックするとメニュー項目が表示され、各画面に

遷移できます。 
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ログインボタンを押下するとブラウザ上で e-Gov アカウントログイン画面に遷移する。 
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③ ログイン操作後、マイページ画面が表示されます。画面左上のハンバーガーアイコンをクリックす

るとメニュー項目が表示され、各画面に遷移できます。 
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（4） マイナンバーカードの券面情報を転記します 

 マイナンバーカードによるログインを行った場合、マイナンバーカードの券面情報を基に、当該利用

者の申請者情報、連絡先情報のうち、対応する項目に自動転記します。 

対象項目： 

氏名（氏）、氏名（名）、フリガナ（氏）、フリガナ（名）、都道府県名、都道府県名のフリガナ、住所１

（市区町村、行政区及び町名番地）、電子メールアドレス 

 

※2026 年 5 月 26 日から、住民票や戸籍の振り仮名に基づき、マイナンバーカード等の券面への氏名フ

リガナを記載できる取扱が開始されています。また、氏名について、旧姓（旧氏）がマインナンバーカ

ードの券面情報に含まれる場合、旧姓併記の状態（例 公的［佐藤］）で申請者情報、連絡先情報に転記

します。なお、現姓または旧姓のどちらとするかは、申請者自身で修正いただく運用を予定しています。 

※e-Gov アカウントや Microsoft アカウントでログインを行った場合、申請者情報や連絡先情報にあら

かじめ設定される情報はありません。 

︙ 
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（5） 取扱可能な文字を拡張します 

 e-Gov の「取扱可能な符号化文字集合範囲」のうち、漢字の範囲を以下のとおり拡張いたします。 

 

現在 ：「JIS 第 1 水準～第２水準」または「JIS 第 1 水準～JIS 第 4 水準」 

拡張後：現行の範囲に加え、「JIS 第 1 水準～第２水準+補助漢字」と「JIS 第 1 水準～JIS 第 4 水準+補

助漢字」の範囲を追加 

 

補助漢字を使用できる取扱の場合、申請書入力画面に補助漢字を含む氏名情報を入力することができ、

補助漢字を含む申請内容の提出が可能となります。なお、補助漢字を使用できない取扱の場合は、補助

漢字を入力するとエラーになります。 
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（6） 申請者情報および連絡先情報を CSV 形式で一括ダウンロードできる
ようになります 

 申請者情報管理で、ダウンロードしたい情報のチェックボックスを選択し、「選択項目をダウンロー

ド」ボタンをクリックすると、申請者情報および連絡先情報をまとめて CSV 形式でダウンロードでき

るようになります。 

 

＜一括ダウンロード＞ 

申請者管理情報を例に挙げていますが、連絡先情報についても同じ手順でダウンロードできます。 

① ダウンロードしたい申請者情報のチェックボックスにチェックを付けます。 

 
 

② ［選択項目をダウンロード］ボタンをクリックし、CSV ファイルをダウンロードします。 
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③ 申請者情報が CSV 形式でダウンロードされます。 
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（7） 申請者情報および連絡先情報を CSV ファイルで一括登録・更新がで
きるようになります 

 申請者情報管理で、登録済みの申請者情報および連絡先情報を CSV ファイルでダウンロードし、

Excel 等を用いて編集した後、同じフォーマットの CSV ファイルをアップロードすることで、登録済

みの申請者情報および連絡先情報を一括で更新できるようになります。 

 また、同じフォーマットの CSV ファイルを使用して、複数の新たな申請者情報および連絡先情報を

一括で登録することができるようになります。 

 

＜一括登録・更新＞ 

申請者情報を例に挙げていますが、連絡先情報についても同じ手順で一括登録・更新ができます。 

 

① 「一括登録」ボタンをクリックします。 
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② 作成した CSV ファイルをドラックアンドドロップ、または「参照」ボタンから CSV ファイルを

選択します。 

 ・ドラックアンドドロップ 
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 ・ファイル選択 
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③ 「内容を確認」ボタンをクリックし、CSV ファイルを登録します。 

 

 

 

なお、一括更新の場合は、上記内容確認の「新規／更新」欄が「更新」と表示されますが、それ以外

は一括登録の手順と同様になりますので割愛します。 
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（8） 公的個人認証サービス署名用電子証明書による電子署名方法が変わ
ります 

 電子申請時に、公的個人認証サービス署名用電子証明書により電子署名を行う場合の方法が、マイ

ナアプリを利用する方法に変わります。 

 

＜従来の電子署名方法＞ 

①電子署名が必要な手続きにおいて、申請内容を入力し「内容を確認」ボタンをクリックする。 

 

 

 

②「証明書の選択」ウィンドウにて、電子署名をする際に使用する電子証明書を選択し、「OK」ボタン

をクリックして電子署名を行う。 
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＜今後の電子署名方法＞ 

①電子署名が必要な手続きにおいて、申請内容を入力し「内容を確認」ボタンをクリックする。 

 

 

 

②「認証局選択」ウィンドウが表示される。公的個人認証サービス署名用電子証明書を用いた電子署名

を行う場合は、「公的個人認証サービス」を選択し、「OK」ボタンをクリックする。 
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③「署名用電子証明書確認」ウィンドウが表示されるため、「公的個人認証サービス」の証明書により署

名することを確認し、「OK」ボタンをクリックする。 

 

 

 

④ウェブサイトが開きマイナアプリ用の二次元コードが表示される。お手持ちのスマートフォンにマイ

ナアプリをインストールの上、画面の案内に従って署名操作を行う（ここから先は、マイナアプリの制

御に移動）。 
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（9） 電子署名時に選択する認証局をあらかじめ設定できるようになりま
す 

 電子署名時に選択する認証局をあらかじめ設定できるよう利用者設定画面において、「署名用電子証

明書発行元認証局」を設定項目として追加します。 

 

 
 

その他、マイナアプリに関しての詳細は以下のサイトをご参照ください。  

マイナアプリ | デジタル庁 ウェブサービス・アプリケーション 
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（10） 商業登記証明書によるリモート署名に対応します 

電子申請時に、電子認証登記所の証明書を利用してリモート署名（以下「商業登記リモート署名」と

記載）ができるようになります。リモート署名を利用する場合は、既存のファイル形式の商業登記電子

証明書は利用できないため、商業登記電子認証ポータルからリモート署名対応の商業登記電子証明書を

新たに取得いただく必要があります。また、利用者端末には、法務省が提供する商業登記リモート署名

ドライバソフトのインストールが必要となります。 

一方、既に取得されているファイル形式の商業登記電子証明書（PKCS#12 形式等）は無効となるもの

ではなく、有効期限までは従来どおり利用可能です。ただし、当該証明書を用いてリモート署名を行う

ことはできません。 

なお、リモート署名対応の商業登記証明書を取得した場合でも、既存のファイル形式の商業登記証明

書との併用保有が可能です。 

また、ファイル形式の商業登記電子証明書は、現時点では令和 12（2030）年まで発行が継続される予

定です。ただし、法務省が提供する商業登記電子認証ソフトのサポートは令和 9（2027）年 3 月 31 日

に終了予定であり、それ以降もファイル形式の電子証明書を利用する場合は、民間事業者が提供するソ

フトウェアの利用検討が必要です。 

 

なお、ローカル署名方式の今後の運用およびリモート署名方式への移行の詳細に関しては、以下のウェ

ブサイトを参照ください。 

法務省：商業登記リモート署名 

（ローカル署名方式（ファイル形式）からリモート署名方式への移行関連） 
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＜商業登記リモート署名の方法＞ 

① 電子署名が必要な手続きにおいて、申請内容を入力し「内容を確認」ボタンをクリックする。 

 

 
 

②「認証局選択」ウィンドウが表示される。電子認証登記所の証明書を利用したリモート署名を実施す

る場合は、「電子認証登記所（商業登記認証局）」を選択し、「OK」ボタンをクリックする。 
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③ 「署名用電子証明書確認」ウィンドウが表示されるため、「電子認証登記所（商業登記認証局）」によ

る署名であることを確認し、「OK」ボタンをクリックする。 

 
 

④ リモート署名用の証明書を選択し、「OK」ボタンをクリックする。 

 

 

 

⑤ 商業登記リモート署名の署名手順に従い、電子署名を行う。 

 

※e-Gov 上で商業登記リモート署名を行うには、事前に商業登記リモート署名に対応した商業登記電子

証明書およびリモート署名ドライバソフトの取得、導入を行う必要があります。手順については、以下

のウェブサイトを参照ください。 

法務省：商業登記リモート署名の利用方法 

※署名手順の詳細は上記ウェブサイトに掲載されている「商業登記リモート署名ドライバソフト 利用

者マニュアル」を参照ください。 

商業登記リモート署名ドライバソフト 利用者マニュアル（1.3 版） 
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（11） 申請データを電子申請サービス上に保存し、読込ができるよう
になります 

これまで、申請データの保存先は利用者のローカルフォルダのみとしていましたが、電子申請サービ

ス上にも保存ができるようになります。電子申請サービスを保存先に指定することにより、複数のデバ

イス間でデータを読み込み、利用できるようになります。ただし、制度改正等のため、様式の内容又は

構成に変更が生じた場合には、従来のローカル保存の場合と同様、保存済みデータの読込時にエラーを

生じ、再利用できない制限事項を伴います。ご注意ください。 

 

電子申請サービスに保存した申請データは電子申請マイページ下部の「作成済みの申請書を読込」か

ら申請データを指定することで、入力途中の状態から再開することができます。 

なお、電子申請サービス上に保存した申請データの保存期限の設定は、現時点ではありません。また、

電子申請サービスに保存した申請データを削除する機能は現時点でありません（時期未定ながら今後追

加予定）。将来的に保存可能期間、保存可能容量に制限を設ける場合がありますので、あらかじめご留意

ください。 

 

＜申請データ保存＞ 

① 保存先で「電子申請サービス」を選択します。 
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② 任意のファイル名とパスワードを入力し、「保存」をクリックします。

 
 

＜申請データ読込＞ 

① 電子申請マイページ下部の「作成済みの申請書を読込」をクリックします。 
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② 電子申請サービス上に保存されている申請データが表示されます。 

 

 

③ 読み込む対象の申請データの左にあるラジオボタンを選択し、「読込」ボタンをクリックします。 

 

 


